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◆
小
早
川
秋
聲
《
山
中
鹿
之
助
三
日
月
を
拝
す
る
の
図
》

小
早
川
秋し

ゅ
う
せ
い聲

、
小
早
川
好こ

う

こ古
な
ど
、

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家
作
品
展
も

《
無
題
（
扇
子
を
持
つ
女
性
像
）》

渡
米
中
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
型
の
油
彩
画
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
衣
装
風
の

女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
帰
国
の
際
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
折
り
畳
ん
で
運
ん
だ
の
か
、
中

央
に
折
り
目
が
つ
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
町
蔵

戦
国
時
代
の
出
雲
尼
子
氏
の
家
臣
、
山
中
鹿
之
助
が
、
三
日

月
に
向
か
い
「
我
に
七
難
八
苦
を
与
え
た
ま
え
」
と
祈
っ
た

と
い
う
逸
話
を
描
い
た
も
の
。
秋
聲
17
歳
ご
ろ
の
作
品
。

◆小早川好古《花鳥図》
年代不詳　屏風絵（二曲一隻）
179 × 186㎝　日野町蔵

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
ご
ろ　

紙
本
着
色　
１
３
０
×
73
㎝

日
野
町
蔵

年
代
不
詳　

油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス　

１
５
９
×
90
㎝

《
第
五
組
夏
夜
風
景
（
風
刺
画
）》

第
五
組
と
は
、
現
在
の
根
雨
5
区
の
こ
と
。
ご
近
所
同
士
で
将
棋
に
興
じ
て
い
る
ひ
と

こ
ま
。
当
時
を
知
る
人
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
情
が
見
事
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
町
蔵

１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年　

墨
な
ど
、
紙　

１
１
１
×
32
㎝

《主従相似（風刺画）》 《
無
題
（
デ
ッ
サ
ン
）》

年
代
不
詳　

木
炭
、
紙

61
×
41
㎝　
　

個
人
蔵

茶屋旅館の主の緒形氏。
ヤギを飼っており、また
風貌がヤギとよく似てい
たため、「ヤギじいさん」
と呼ばれていたという。

年代不詳　墨など、紙
25× 36㎝　　個人蔵
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今回、風刺画を見て、墨絵や字の上手さに感動。
義喬は私にとって「ヒーロー」です

▼
と
な
り
の
ヘ
ン
リ
ー
　
木
山
義
喬
展
　
記
念
講
演

海
を
渡
っ
た
漫
画
家
、
木
山
義
喬

　

こ
の
度
の
木
山
義
喬
展
を
記
念

し
、
11
月
3
日
、
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在
住
の
日
本
文
化
・

漫
画
研
究
家
で
、義
喬
の
代
表
作『
漫

画
四
人
書
生
』
の
英
語
版
を
ア
メ
リ

カ
で
出
版
し
た
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

Ｌ
・
シ
ョ
ッ
ト
さ
ん
が
『
海
を
渡
っ

た
漫
画
家
、
木
山
義
喬
』
と
題
し
、

義
喬
の
功
績
、
漫
画
四
人
書
生
の
魅

力
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
町
文
化
セ
ン
タ
ー

に
は
町
内
を
は
じ
め
、
県
内
外
か
ら

合
計
お
よ
そ
１
８
０
人
が
訪
れ
、
軽

快
な
日
本
語
で
の
講
演
に
聞
き
入
り

ま
し
た
。

　

シ
ョ
ッ
ト
さ
ん
と
「
漫
画
四
人
書

生
」
と
の
出
会
い
は
、
１
９
８
０
年

ご
ろ
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
図
書
館
で
初
版
本

を
見
つ
け
た
の
が
初
め
だ
と
い
い
ま

す
。「
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、
一
話

が
12
コ
マ
の
全
52
話
、
舞
台
は
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
登
場
人
物
は
英
語
名
を

名
乗
る
四
人
の
日
本
人
移
民
。
そ
し

て
、
セ
リ
フ
は
日
本
語
と
英
語
が
入

り
交
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変

わ
っ
た
漫
画
は
ほ
か
に
は
な
い
」
と

魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

１
９
８
９
年
、
念
願
だ
っ
た
英
訳

の
機
会
を
得
ま
す
が
、「
今
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
な
ん
で
も

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
時
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
米
子
市
美
術

館
に
資
料
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

電
話
を
す
る
と
、
職
員
さ
ん
が
義
喬

の
子
孫
と
知
り
合
い
と
い
う
こ
と
で

直
接
会
う
機
会
を
得
た
」
と
シ
ョ
ッ

ト
さ
ん
は
い
き
さ
つ
を
説
明
。「
来

日
し
て
娘
の
木
山
秀
子
さ
ん
と
夫
の

輝
章
さ
ん
、孫
の
章
子
さ
ん
と
会
い
、

義
喬
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
、

初
め
て
彼
が
ど
ん
な
顔
な
の
か
が
分

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
変
な
デ
ッ

サ
ン
力
を
持
っ
た
人
物
だ
と
分
か
っ

た
」
と
当
時
の
喜
び
を
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
時
代
の
日
本
語
表
現

の
英
語
訳
に
苦
労
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
ア
メ
リ
カ
人
が
読
み
や
す
い
よ

う
会
話
の
流
れ
に
合
わ
せ
、
絵
を
反

転
さ
せ
た
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
、
漫
画
四
人

書
生
の
魅
力
は
、「
漫
画
で
あ
り
な

が
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
実
話
。
実
際
の

出
来
事
が
描
か
れ
、
背
景
の
建
物
な

ど
は
当
時
の
も
の
で
貴
重
な
歴
史
資

料
と
言
え
る
。
今
で
も
存
在
す
る
建

物
の
位
置
か
ら
、場
所
が
特
定
で
き
、

非
常
に
生
の
歴
史
で
研
究
す
る
価
値

が
あ
る
も
の
」
と
強
く
訴
え
ま
す
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ご
く
一
部

の
人
に
し
か
認
知
さ
れ
て
い
な
い
そ

う
で
、こ
れ
か
ら
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
物
語
が
起
こ
っ
た
場

所
を
地
図
に
表
記
し
た
り
、
写
真
を

使
っ
て
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
内
の

ゆ
か
り
の
場
所
を
紹
介
す
る
な
ど
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
か
ら
「
漫
画
四
人
書
生
は
誰

の
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
か
」「
冊

数
は
ど
れ
く
ら
い
出
版
さ
れ
た
の

か
」
と
い
っ
た
質
問
が
投
げ
か
け
ら

れ
る
と
、
シ
ョ
ッ
ト
さ
ん
は
「
英
語

と
明
治
時
代
の
日
本
語
表
現
が
入
り

交
じ
り
、
友
人
の
た
め
に
描
か
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
。
冊
数
は
お
よ
そ

１
０
０
０
部
く
ら
い
で
は
」
と
丁
寧

に
回
答
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
展
覧
会
に
つ
い
て

は
「
風
刺
画
は
初
め
て
見
ま
し
た
。

墨
絵
や
習
字
が
上
手
。
感
動
し
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
ヒ
ー
ロ
ー
」
と

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

【講師】日本文化・漫画研究家

フレデリック・Ｌ・ショットさん
（アメリカ・サンフランシスコ在住）

容
易
で
は
な
か
っ
た

英
語
版
の
出
版

忠
実
な
歴
史
を
描
い
た

貴
重
な
資
料
の
一
面
も

洋
画
家
の
顔
以
外
に
、
墨
絵
や

字
の
上
手
さ
に
感
動


